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生物多様性を活用した安定的農業生産技術の開発（収益力向上のための研究開発） 

IV． 研究成果概要 

【概要】生物多様性を活用することで農業生産の安定化を図るため、全国規模の生きもの調査を実施し、果樹園・水田のIPM
圃場管理技術事例集と、水田の生物多様性および農業水路の魚類を調査・評価するマニュアルをウェブ公開した。これらによ
り、土着天敵類の効率的利用と生物多様性の「見える化」が可能となり、生物多様性を基盤とする地域の活性化に貢献する。 

減農薬と草生栽培（果樹園）や
水・畦畔管理（水田）との組合
せにより土着天敵類が増える。 

サギ類とその餌生物を指標化す
ることで、水田の生物多様性を
簡易な調査で包括的に評価する。 

採点を自動計算するプログラム
を用いて、農業水路の「魚の棲
みやすさ」を簡易に評価する。 


